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─ 1 ─

2021 年の東京オリンピック・パラリンピ
ックに合わせて東京栄養サミットが開催され
たことは記憶に新しい。次回の栄養サミット
はパリオリンピック開催後の 2025 年３月に
パリで開催することが発表されている。東京
栄養宣言では、先進国・開発途上国を問わ
ず、低栄養と過栄養の二重負荷が注目された。
1.5 億人の子どもが発育阻害となっている一
方で、世界の 20 億人が過体重または肥満で
あり（うち 70％が低・中所得国）、生活習慣
病のリスクに関連する。

食と栄養の安全保障については、2008 ～
09 年の食糧価格高騰と世界的金融危機を契
機に、貧困と飢餓・低栄養が注目されたこと
に始まり、国連や国際機関が中心となって
様々な国際的な目標が設定され取り組みが行
われてきた。2015 年に採択された持続可能
な開発目標（SDGs）において、すべての人々
が安全かつ栄養ある食料を確保することが目
標とされ、あらゆる形態の栄養不良の解消と
ともに、持続可能な食料生産システムの確保
と強靱（レジリエント）な農業の実践に注力
することがターゲットとなったことは、開発
途上国の農業・農村開発に携わる者として賛
同の意を強くした。

農業・食料システムを通じた栄養改善の方
策は大きく４つあると考える。①一般消費者

向けには栄養に配慮したバリューチェーンの
構築、②コミュニティー・ベースでは家庭菜
園の推進や学校給食の拡充、③農産物の生
産・流通における質と量の確保（栽培時や収
穫後保存時の安全性の確保、栄養価の高い農
産物の年間を通じた生産、気候変動に適応し 
た品種や灌漑等）、④農家の農業経営能力の
向上を通じた所得向上により、消費者として
の農家が栄養価の高い農産物を市場から入手
すること、である。

2018 年に国際農業開発基金（IFAD）が作
成した栄養に配慮したバリューチェーンの指
針によると、食のバリューチェーンを栄養レ
ンズを通して見直すことで、栄養改善につな
がるという。具体的には、①社会的なキャン
ペーンや教育による行動変容を促進する、②
消費者が健康に良い食物を選択できるよう、
多様な作物や食品を販売する、③経済的価値
のみではなく、栄養価、フードロス、フード
セーフティなどを付加価値とする、④ジェン
ダー、気候変動、環境保全への副次的効果に
も着目する等が提言されている。

栄養改善は農業・食料分野のほか、水・衛生
環境の向上、保健サービス、栄養と健康に関す
る教育の推進、さらにはジェンダー平等や社
会的保護など地道な取り組みが欠かせない。
栄養に配慮した食のバリューチェーンは、戦
略的に商品開発やマーケティングを行うこと
で栄養改善のゲームチェンジャーとなる可能
性は十分にあるのではないかと感じている。

食と栄養のバリューチェーン
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MUTSUYOSHI Emiko: Food and Nutrition Value 
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